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(57)【要約】
少なくとも１つの第２のセルによって干渉される第１の
セルのｅＮＢは、第２のセルのｅＮＢまたはネットワー
ク構成によって構成されるほぼブランクのサブフレーム
を示すパターン情報を、第２のセルのｅＮＢまたはネッ
トワーク構成から取得し、サブフレームを示す測定シグ
ナリングを決定し、かつＵＥに測定シグナリングを送信
する。第１のセルのＵＥは、サービスを提供するｅＮＢ
から測定シグナリングを受信し、測定シグナリングは、
少なくとも１つの第２のセルまたはネットワーク構成に
よって推奨される少なくとも１つのパターン情報を含み
、パターン情報のそれぞれは、対応する第２のセルによ
って構成される少なくとも１つのほぼブランクのサブフ
レームを示し、測定シグナリングに従って測定に使用さ
れるリソースを決定し、かつ決定したリソースで測定を
実行する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のセルのｅＮＢにおいて、前記第１のセルのＵＥに測定シグナリングを伝える方法
であって、前記第１のセルは、少なくとも１つの第２のセルによって干渉を受け、
　Ａ．前記第２のセルのｅＮＢまたはネットワーク構成によって構成されるほぼブランク
のサブフレームを示すパターン情報を、前記第２のセルのｅＮＢまたは前記ネットワーク
構成から取得するステップと、
　Ｂ．サブフレームを示す測定シグナリングを決定するステップと、
　Ｃ．前記ＵＥに前記測定シグナリングを送信するステップと、を備える方法。
【請求項２】
　前記ステップＢは、
　前記第１のセルの特定のＵＥによって使用されるサブフレームを示すＵＥ固有の測定シ
グナリングおよび／または前記第１のセルのすべてのＵＥによって使用されるサブフレー
ムを示すセル固有の測定シグナリングを決定するステップをさらに含み、
　前記ステップＣは、
　前記ＵＥに前記ＵＥ固有の測定シグナリングを送信し、かつ／またはセル固有の測定シ
グナリングをブロードキャストするステップをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記パターン情報は、半動的な方法で送信される第１のタイプの情報および半静的な方
法で送信される第２のタイプの情報を含み、前記ステップＢは、
　前記第１のタイプの情報から前記ＵＥ固有の測定シグナリングを決定するステップおよ
び前記第２のタイプの情報から前記セル固有の測定シグナリングを決定するステップをさ
らに含み、
　前記ステップＣは、
　前記ＵＥに前記ＵＥ固有の測定シグナリングを送信し、かつ／またはセル固有の測定シ
グナリングをブロードキャストするステップをさらに含む、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＵＥ固有の測定シグナリングおよび前記セル固有の測定シグナリングは、
　ＣＳＩの測定に使用される前記ＵＥ固有の測定シグナリングならびにＲＲＭおよびＲＬ
Ｍの測定に使用される前記セル固有の測定シグナリング、
　ＣＳＩ、ＲＲＭ、およびＲＬＭの測定に使用される前記ＵＥ固有の測定シグナリング、
　ＣＳＩ、ＲＲＭ、およびＲＬＭの測定に使用される前記セル固有の測定シグナリング、
　ＣＳＩおよびＲＲＭの測定に使用される前記ＵＥ固有の測定シグナリングおよびＲＬＭ
の測定に使用される前記セル固有の測定シグナリング、
　ＲＲＭおよびＲＬＭの測定に使用される前記ＵＥ固有の測定シグナリングおよびＣＳＩ
の測定に使用される前記セル固有の測定シグナリング、のうちの１つとして構成される、
請求項２または３に記載の方法。
【請求項５】
　前記測定シグナリングは、前記少なくとも１つの第２のセルのそれぞれのセルＩＤをさ
らに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記測定シグナリングは、ＲＲＣまたはＭＡＣ制御メッセージに含まれ、かつ／または
前記測定シグナリングは、測定および／またはスケジューリングおよび／または電力制御
および／または協調的な中継および／またはＣｏＭＰに使用されるサブフレームを示すた
めに使用され、かつ／または前記第１のセルおよび前記第２のセルは、
　前記第１のセルはピコセルであり、かつ前記第２のセルはマクロセルである、
　前記第１のセルはマクロセルであり、かつ前記第２のセルはフェムトセルである、
のうちの１つとして構成される、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　第１のセルのＵＥにおいて、前記第１のセルのサービスを提供するｅＮＢから受信され
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る測定シグナリングを処理する方法であって、
　ａ．前記サービスを提供するｅＮＢから前記測定シグナリングを受信するステップを備
え、前記測定シグナリングは、少なくとも１つの第２のセルからの少なくとも１つのパタ
ーン情報を含み、前記パターン情報のそれぞれは、前記対応する第２のセルによって構成
される少なくとも１つのほぼブランクのサブフレームを示し、さらに、
　ｂ．前記測定シグナリングに従って測定に使用されるリソースを決定するステップと、
　ｃ．前記決定したリソースで測定を実行するステップとを備える、方法。
【請求項８】
　前記サービスを提供するｅＮＢから受信された測定シグナリングは、少なくとも１つの
第２のセルの少なくとも１つのセルＩＤをさらに含む、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記ステップｂは、
　事前に定めたルールに従って、前記少なくとも１つの第２のセルから、前記ＵＥに引き
起こされた干渉を考慮する必要がある少なくとも１つの候補セルを選択するステップと、
　１つの候補セルが選択された場合、前記候補セルによって構成されたほぼブランクのサ
ブフレームを測定に使用することを決定するステップと、
　複数の候補セルが選択された場合、前記複数の候補セルによって構成されたほぼブラン
クのサブフレームの共通部分が測定に使用されることを決定するステップとをさらに含む
、請求項７または８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記事前に定めたルールは、
　前記候補セルとして前記ＵＥへの最も大きい干渉を引き起こす前記第２のセルを選択す
るステップと、
　前記候補セルとして前記ＵＥへの最も大きい干渉を持つ事前に定めた数の第２のセルを
選択するステップと、
　前記候補セルとして事前に定めたしきい値を超えて前記ＵＥに引き起こされた干渉を持
つ少なくとも１つの第２のセルを選択するステップと、
のいずれか１つを含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ステップは、
　前記サービスを提供するｅＮＢから前記ＵＥ固有およびセル固有の測定シグナリングを
受信するステップをさらに含み、
　前記ステップｂは、
　前記ＵＥ固有の測定シグナリングを持つ前記セル固有の測定シグナリングを上書きする
ステップをさらに含む、請求項７乃至１０のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記測定シグナリングは、前記決定されたリソースでＵＥ固有の測定を前記ＵＥが停止
する時期を示すためのトリガーをさらに含み、
　前記トリガーが有効な場合、前記方法は、前記ステップｃの後に、
　前記セル固有の測定シグナリングに従って取得されたリソースに対して限定されていな
い測定または測定を実行するというステップをさらに含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第１のセルおよび前記第２のセルは、
　前記第１のセルはピコセルであり、かつ前記第２のセルはマクロセルである、
　前記第１のセルはマクロセルであり、かつ前記第２のセルはフェムトセルである、
のうちの１つとして構成される、請求項７乃至１２のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１４】
　第１のセルのｅＮＢにおいて、前記第１のセルのＵＥに測定シグナリングを伝える第１
の装置であって、前記第１のセルは、少なくとも１つの第２のセルによって干渉を受け、
前記第１の装置は、
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　前記第２のセルのｅＮＢまたはネットワーク構成によって構成されるほぼブランクのサ
ブフレームを示すパターン情報を、前記第２のセルのｅＮＢまたはネットワーク構成から
取得するように構成された取得手段と、
　サブフレームを示す測定シグナリングを決定するように構成された第１の決定手段と、
　前記ＵＥに前記測定シグナリングを送信するように構成された送信側とを備える、第１
の装置。
【請求項１５】
　第１のセルのＵＥにおいて、前記第１のセルのサービスを提供するｅＮＢから受信され
る測定シグナリングを処理する第２の装置であって、
　前記サービスを提供するｅＮＢから前記測定シグナリングを受信するように構成された
受信機であって、前記測定シグナリングは、少なくとも１つの第２のセルからの少なくと
も１つのパターン情報を含み、前記パターン情報のそれぞれは、前記対応する第２のセル
によって構成される少なくとも１つのほぼブランクのサブフレームを示す受信機と、
　前記測定シグナリングに従って測定に使用される前記リソースを決定するように構成さ
れた第２の決定手段と、
　前記決定したリソースで測定を実行するように構成された測定手段とを備える、第２の
装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は異機種ネットワークに関し、特に異機種ネットワークのｅＮＢおよびＵＥに関
する。
【背景技術】
【０００２】
　異機種ネットワーク（省略形はＨｅｔＮｅｔ）は、ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ（省略形
はＬＴＥ－Ａ）ワーク・アイテムの範囲に追加されており、現在では、同一チャネルＨｅ
ｔＮｅｔ展開のために拡張されたセル間干渉調整（省略形はＩＣＩＣ）は、ＬＴＥリリー
ス１０（省略形はＲｅｌ－１０）の重要な技術の１つである。
【０００３】
　同一チャネルＨｅｔＮｅｔは、マクロセル、および同じ周波数チャネルで動作する小セ
ルを含む。そのような展開では、新しいＩＣＩＣ技術が必要な特定の干渉シナリオが提示
される。
【０００４】
　あるシナリオでは、小セルはピコセルであり、マクロセル・ネットワークのユーザに開
放されている。そのようなピコセルが、総トラフィック負荷の有益な割り当て分を運ぶこ
とを保証するために、たとえば、関連するピコセルを選択するＳＩＮＲしきい値を偏倚さ
せることによって、ユーザ装置（ＵＥ）は、マクロセルではなくピコセルに優先的に関連
するようにプログラムすることができる。そのような条件では、ピコセルのカバレッジ・
エリアのエッジの近くにあるＵＥは、１つまたは複数のマクロセルから強い干渉を受ける
ことになる。そのような干渉を緩和するために、マクロセルにおいて、一部のサブフレー
ムは「ブランク」または「ほぼブランク」として構成することができる。ブランクのサブ
フレームは、マクロセルからの伝送を含んでおらず、一方、「ほぼブランク」のサブフレ
ームは、典型的にはデータ伝送を含んでおらず、制御信号伝送は、ほとんどまたはまった
く含んでいないが、測定のために参照信号の検出を期待するが、ほぼブランクのサブフレ
ームの構成を認識しないレガシー端末との後方互換性を保証するために参照信号伝送を含
む。ほぼブランクのサブフレームは、また、同期信号、ブロードキャスト制御情報、およ
び／またはページング信号を含むことができる。
【０００５】
　ブランクまたはほぼブランクのサブフレーム（省略形はＡＢＳ）を効果的に使用するた
めに、以下、「ＡＢＳ」という用語を使用するが、ブランクおよびほぼブランクのサブフ
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レームの両方を含むものと理解されるべきであり、ＬＴＥでは「Ｘ２」インターフェース
として知られている、対応するバックホール・インターフェースを横断してマクロセルか
らピコセルにシグナリングが必要である。ＬＴＥ　Ｒｅｌ－１０では、このＸ２シグナリ
ングは、ＡＢＳのパターンを示すために調整ビットマップの形をとることが合意されてお
り、たとえば、各ビットは、一連のサブフレームの１つのサブフレームに対応し、ビット
の値は、サブフレームがＡＢＳかどうかを示している。そのようなシグナリングは、干渉
を回避するために、たとえば、ＡＢＳの間にピコセルのエッジの近くにあるＵＥに伝送を
スケジューリングすることによって、ピコセルのデータ伝送をピコセルが適切にスケジュ
ーリングし、マクロセル干渉が小さく、したがってＲＲＭおよび／またはＲＬＭおよび／
またはＣＳＩ測定に使用されるべきであるサブフレームをＵＥに伝えるのを支援すること
ができる。ここで、ＲＲＭは無線資源管理の省略形であり、典型的にはハンドオーバーに
関し、ＲＬＭは、無線リンク監視の省略形であり、典型的にはサービスを提供する無線リ
ンクの障害の検出に関し、ＣＳＩはチャネル状態情報の省略形であり、典型的にはサービ
スを提供する無線リンクでのリンク・アダプテーション（ｌｉｎｋ　ａｄａｐｔａｔｉｏ
ｎ）に関する。
【０００６】
　次に、ＲＲＣシグナリングは、たとえばＲＬＭおよび／またはＲＲＭおよび／またはＣ
ＳＩについて、測定に使用するべき１組のサブフレームをＵＥに示すために必要である。
【０００７】
　小セルがフェムトセルであり、限定加入者グループ（省略形はＣＳＧ）単位で動作し、
したがって典型的には、マクロセル・ネットワークのユーザに開放されていないという他
のシナリオが、ＨｅｔＮｅｔで発生する。この場合、これらのマクロセルＵＥがフェムト
ｅＮＢに近づいたときに、フェムトセルは、マクロセルＵＥに対して強い干渉を引き起こ
す場合がある。つまり、リソース固有の測定を行うべきサブフレーム、即ち、１つまたは
複数のフェムトセルからの干渉が減る、またはないサブフレームをマクロセルがＵＥに示
すことが有益な場合がある。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００８】
【非特許文献１】ＲＡＮ１＃６２ｂｉｓのＲ１－１０５７７９
【非特許文献２】ＴＳ３６．３３１
【非特許文献３】ＴＳ３６．２１２［２２］
【非特許文献４】３ＧＰＰ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ標準
【非特許文献５】ＩＥＥＥ８０２．１６ｍ
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　したがって、測定シグナリングを伝えるための方法および対応する装置を設計すること
が必要である。少なくとも１つの第２のセルによって干渉を受ける第１のセルのｅＮＢは
、第２のセルのｅＮＢまたはネットワーク構成によって構成されるほぼブランクのサブフ
レームを示すパターン情報を、第２のセルのｅＮＢまたはネットワーク構成から取得し、
サブフレームを示す測定シグナリングを決定し、かつＵＥに測定シグナリングを送信する
。第１のセルのＵＥは、サービスを提供するｅＮＢから測定シグナリングを受信し、測定
シグナリングは、少なくとも１つの第２のセルまたはネットワーク構成によって推奨され
る少なくとも１つのパターン情報を含み、パターン情報のそれぞれは、対応する第２のセ
ルによって構成される少なくとも１つのほぼブランクのサブフレームを示し、測定シグナ
リングに従って測定に使用されるリソースを決定し、かつ決定したリソースで測定を実行
する。
【００１０】
　本発明の第１の態様によれば、第１のセルのｅＮＢにおいて、第１のセルのＵＥに測定



(6) JP 2013-544051 A 2013.12.9

10

20

30

40

50

シグナリングを伝える方法が提供され、第１のセルは、少なくとも１つの第２のセルによ
って干渉を受け、
　Ａ．第２のセルのｅＮＢまたはネットワーク構成によって構成されるほぼブランクのサ
ブフレームを示すパターン情報を、第２のセルのｅＮＢまたはネットワーク構成から取得
するステップと、
　Ｂ．サブフレームを示す測定シグナリングを決定するステップと、
　Ｃ．ＵＥに測定シグナリングを送信するステップと
を含む。
【００１１】
　本発明の第２の態様によれば、第１のセルにＵＥにおいて、第１のセルのサービスを提
供するｅＮＢから受信される測定シグナリングを処理する方法が提供され、
　ａ．サービスを提供するｅＮＢから測定シグナリングを受信するステップであって、測
定シグナリングは、少なくとも１つの第２のセルからの少なくとも１つのパターン情報を
含み、パターン情報のそれぞれは、対応する第２のセルによって構成される少なくとも１
つのほぼブランクのサブフレームを示すステップと、
　ｂ．測定シグナリングに従って測定に使用されるリソースを決定するステップと、
　ｃ．決定したリソースで測定を実行するステップと
を含む。
【００１２】
　本発明の第３の態様によれば、第１のセルのｅＮＢにおいて、第１のセルのＵＥに測定
シグナリングを伝える第１の装置が提供され、第１のセルは、少なくとも１つの第２のセ
ルによって干渉を受け、
　第２のセルのｅＮＢまたはネットワーク構成によって構成されるほぼブランクのサブフ
レームを示すパターン情報を、第２のセルのｅＮＢまたはネットワーク構成から取得する
ように構成された取得手段と、
　サブフレームを示す測定シグナリングを決定するように構成された第１の決定手段と、
　ＵＥに測定シグナリングを送信するように構成された送信側と
を含む。
【００１３】
　本発明の第４の態様によれば、第１のセルのＵＥにおいて、第１のセルのサービスを提
供するｅＮＢから受信される測定シグナリングを処理する第２の装置が提供され、
　サービスを提供するｅＮＢから測定シグナリングを受信するように構成された受信機で
あって、測定シグナリングは、少なくとも１つの第２のセルからの少なくとも１つのパタ
ーン情報を含み、パターン情報のそれぞれは、対応する第２のセルによって構成される少
なくとも１つのほぼブランクのサブフレームを示す受信機と、
　測定シグナリングに従って測定に使用されるリソースを決定するように構成された第２
の決定手段と、
　決定したリソースで測定を実行するように構成された測定手段と
を含む。
【００１４】
　本発明の実施形態では、測定シグナリングは、特に、異なるシナリオの利用に重要なＲ
ＲＭ／ＲＬＭ／ＣＳＩの測定について、ＵＥ測定のために限定されたリソースを選択する
ための基準として使用することができる。
【００１５】
　本発明の他の機能、態様、および利点は、添付した図面に関して限定を目的としない実
施形態に関する以下の記述を読むことによって明白になることになる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の一実施形態によるＨｅｔＮｅｔを示す概略図である。
【図２】本発明の一実施形態によるＲＲＣ測定シグナリングを伝えるシステム化された方
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法を示す流れ図である。
【図３】本発明の実施形態によるＲＲＣ　ＩＥをそれぞれ示す図である。
【図４】本発明の実施形態によるＲＲＣ　ＩＥをそれぞれ示す図である。
【図５】本発明の実施形態によるＲＲＣ　ＩＥをそれぞれ示す図である。
【図６】本発明の実施形態によるＲＲＣ　ＩＥをそれぞれ示す図である。
【図７】マクロセル３１、３２、および３３のＡＢＳのシナリオを示す図である。
【図８】本発明の実施形態によるＲＲＣ　ＩＥをそれぞれ示す図である。
【図９】本発明の実施形態によるＲＲＣ　ＩＥをそれぞれ示す図である。
【図１０】本発明の実施形態によるＲＲＣ　ＩＥをそれぞれ示す図である。
【図１１】本発明の一実施形態によるＲＲＣ測定シグナリングを伝えるための装置を示す
ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　ここで、同一または同様の参照番号は、同一または同様のステップまたは手段を表して
いる。
【００１８】
　本発明の実施形態の例示的な説明が、添付の図面と併せて詳細に提供される。
【００１９】
　理解を容易にするために、一部の専門用語について最初に説明する。
【００２０】
　ピコセルは、室内（オフィス、ショッピング・モール、電車の駅など）、または最近で
は航空機内など、典型的には小さな領域に対応するワイヤレス通信システムである。
【００２１】
　フェムトセルは、典型的には、家庭または小規模企業で使用するために設計された小型
のセルラ基地局である。
【００２２】
　マクロセルは、パワー・セルラ基地局（ｐｏｗｅｒ　ｃｅｌｌｕｌａｒ　ｂａｓｅ　ｓ
ｔａｔｉｏｎ）（タワー）によってサービスを提供される無線カバレッジを提供する携帯
電話ネットワークのセルである。一般的に、マクロセルは、ピコセルおよびフェムトセル
より大きなカバレッジを提供する。マクロセルのアンテナは、周囲の建物および地勢を介
して明瞭な視野を提供する高さで、地上の柱、屋根、および他の既存の構造に取り付けら
れる。マクロセル基地局には、典型的には数十ワットの電力出力がある。
【００２３】
　異機種ネットワークは、異なるアクセス技術を使用するワイヤレス・ネットワークであ
る。たとえば、ワイヤレスＬＡＮを通じてサービスを提供し、セルラ・ネットワークに切
り替えるときにサービスを維持できるワイヤレス・ネットワークは、ワイヤレス異機種ネ
ットワークと呼ばれる。
【００２４】
　本発明の実施形態は、ＲＲＭおよび／またはＲＬＭおよび／またはＣＳＩの測定など、
特定のリソース固有の操作を実行するべきサブフレームについて、Ｒｅｌ－１０　ＵＥに
通知するシグナリングの設計を提案する。
【００２５】
　あるシナリオでは、マクロ－ピコのシナリオについて記述され、第１のセルはピコセル
でもよく、第２のセルはマクロセルでもよく、かつピコセルのカバレッジ・エリアのエッ
ジの近くのＵＥは、１つまたは複数のマクロセルから強い干渉を受ける。
【００２６】
　他のシナリオでは、マクロ－フェムトのシナリオが記述され、第１のセルはマクロセル
でもよく、第２のセルはフェムトセルでもよく、かつこれらのマクロセルＵＥが上に説明
したようにフェムトｅＮＢに近づいたときに、ＣＳＧ単位で動作するフェムトセルは、マ
クロセルＵＥに対して強い干渉を引き起こす場合がある。
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【００２７】
　以下、説明のみを目的として、本発明の技術的解決策は、第１のセルの説明的な例とし
て主にピコセル１、第２のセルの説明的な例としてマクロセル２および３を使用して記述
する。当業者は、第１のセルとしてのマクロセルおよび第２のセルとしてのフェムトセル
に関して、技術的解決策の実装を完全に理解できることを理解されたい。すなわち、本発
明の実施形態は、マクロＵＥがフェムトｅＮＢから深刻な干渉を受けるシナリオでも同様
に適用可能である。
【００２８】
　さらに、異なるマクロｅＮＢは、異なるＡＢＳパターンを用いることができる。図１に
示すように、１つのピコのＵＥは、複数のマクロｅＮＢから干渉を受ける場合がある。そ
の結果、これら複数のｅＮＢからピコｅＮＢで２つ以上のＡＢＳパターンを受信すること
ができる。
【００２９】
　図１は、本発明の一実施形態によるＨｅｔＮｅｔを示す概略図である。ピコセル３１の
ｅＮＢ２１によって支配されるＵＥ１１は、マクロセル３２およびマクロセル３３から深
刻な干渉を受ける。したがって、ＵＥ１１は被干渉ＵＥとも呼ばれ、ｅＮＢ２２、２３、
および２４は与干渉ｅＮＢとも呼ばれる。
【００３０】
　図２は、本発明の一実施形態による測定シグナリングを伝えるシステム化された方法の
流れ図を示している。以下、測定シグナリングを伝える方法は、図２を参照して、かつ図
１に関して記述する。
【００３１】
　まず、ステップＳ２０において、ピコセル３１のｅＮＢ２１は、マクロセル３２のｅＮ
Ｂ２２およびマクロセル３３のｅＮＢ２３またはネットワーク構成によって構成されるほ
ぼブランクのサブフレームを示す、マクロセル３２のｅＮＢ２２からのパターン情報、マ
クロセル３３のｅＮＢ２３からのパターン情報、およびマクロセル３４のｅＮＢ２４また
はネットワーク構成からのパターン情報を取得する。
【００３２】
　マクロ－ピコのシナリオでは、ｅＮＢ２１は、たとえば、Ｘ２インターフェースを介し
て、ｅＮＢ２２およびｅＮＢ２３からパターン情報を取得し、パターン情報は、第２のセ
ルのｅＮＢによって構成されるほぼブランクのサブフレームを示す。
【００３３】
　パターン情報は、たとえば、ピコセル３１のｅＮＢ２１で受信されるビットマップであ
る。ビットマップはＡＢＳパターンを示し、たとえば、各ビットは、一連のサブフレーム
の１つのサブフレームに対応し、ビットの値は、サブフレームがＡＢＳかどうか示してい
る。２つのビットマップがＸ２を通じて送信される実装では、以下を適用することができ
る。
【００３４】
　第１のビットマップ：与干渉ｅＮＢ２２およびｅＮＢ２３が同一チャネル干渉回避スケ
ジューリングのために利用できる半動的なパターンであり、たとえばＣＳＩ測定など、何
らかの測定目的でピコセル３１のＵＥ１１によって使用することもできる。
【００３５】
　第２のビットマップ：第１のビットマップのサブセットであり、半静的な方法でＸ２を
通じて送信される。この第２のビットマップは、少なくともピコセル３１のＵＥ１１のＲ
ＬＭ測定を目的として、および場合によってはＲＲＭ／ＣＳＩの測定など何らかの他の測
定のために伝えられることが期待される。
【００３６】
　もちろん、ｅＮＢ２１によって受信されるパターン情報は、また、上記のような第１の
ビットマップおよび第２のビットマップ以外の他の形式をとることもできる。
【００３７】
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　あるいは、ｅＮＢの間のＸ２インターフェースが省略されるマクロ－フェムトのシナリ
オでは、ｅＮＢ２１は、また、ネットワーク構成からパターン情報を取得することができ
、パターン情報は、ネットワーク構成によって構成されるほぼブランクのサブフレームを
示す。
【００３８】
　次いで、ステップＳ２１において、ｅＮＢ２１は、サブフレームを示す測定シグナリン
グを決定する。
【００３９】
　測定シグナリングに示される、ＵＥ１１によって使用できるサブフレームは、リソース
が限定されていることが好ましい。すなわち、ほぼブランクとしてパターン情報に示され
るリソースが、ＵＥ１１によって使用される測定シグナリングで推奨される。
【００４０】
　次いで、ステップＳ２２において、ｅＮＢ２１は、ＵＥ１１に測定シグナリングを送信
する。
【００４１】
　本発明の実施形態では、ステップＳ２１は、ｅＮＢ２１が、ピコセル３１の特定のＵＥ
によって使用されるサブフレームを示すＵＥ固有の測定シグナリングおよび／またはピコ
セル３１のすべてのＵＥによって使用されるサブフレームを示すセル固有の測定シグナリ
ングを決定することを含み、ステップＳ２２は、ＵＥにｅＮＢ２１がＵＥ固有の測定シグ
ナリングを送信し、かつ／またはセル固有の測定シグナリングをブロードキャストするこ
とをさらに含む。
【００４２】
　本発明の別の実施形態では、パターン情報は、半動的な方法で送信される第１のタイプ
の情報および半静的な方法で送信される第２のタイプの情報を含み、ステップＳ２１は、
ｅＮＢ２１が、第１のタイプの情報からＵＥ固有の測定シグナリングを決定し、第２のタ
イプの情報からセル固有の測定シグナリングを決定することをさらに含み、ステップＳ２
２は、ＵＥにｅＮＢ２１がＵＥ固有の測定シグナリングを送信し、かつ／またはセル固有
の測定シグナリングをブロードキャストすることをさらに含む。ＵＥ固有の測定シグナリ
ングは、ｅＮＢが特定のＵＥのために測定シグナリングを決定し、特定のＵＥに決定した
測定シグナリングを送信することを意味し、一方、セル固有の測定シグナリングは、ｅＮ
Ｂがピコセル３１のすべてのＵＥのために測定シグナリングを決定し、ピコセル３１のす
べてのＵＥに決定した測定シグナリングをブロードキャストすることを意味する。
【００４３】
　具体的には、第１のタイプの情報は、上記の第１のビットマップでもよく、第２のタイ
プの情報は、上記の第２のビットマップでもよい。ＵＥ固有のシグナリングに示される、
ピコセル３１のＵＥによって使用できるサブフレームは、典型的には、上記のような第１
のビットマップから、またはそのサブセットの場合がある。一方、セル固有のシグナリン
グに示される、ピコセル３１のＵＥによって使用できるサブフレームは、典型的には、上
記のような第２のビットマップから、またはそのサブセットの場合がある。
【００４４】
　もちろん、所定のマクロセルに対応する測定シグナリングによって示されるリソース・
パターンと、所定のマクロセルによってピコセルに示されるＸ２で伝えられるＡＢＳパタ
ーンとの関係は、やはり未指定とし、知的所有権のある方法で決定することができる。
【００４５】
　無線リンク障害、スケジューリング、適応変調、コーディングなどを防ぐ要件を考えて
、ＲＬＭ／ＲＲＭおよびＣＳＩの測定の両方は、所与のタイム・スロットにおいてできる
だけ多くの利用可能なリソースを必要とする。さらに、マクロｅＮＢによって干渉される
ＵＥだけが、ＣＳＩ／ＲＬＭ／ＲＲＭの測定で限定される必要がある。
【００４６】
　特定のＵＥ（複数可）だけに通知するためにＵＥ固有のＲＲＣを実行することによって
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、すべてのピコＵＥがマクロｅＮＢから深刻な干渉を受けるとは限らないシナリオに対処
する。つまり、セル・エッジのピコＵＥは、セル中心のピコＵＥより大きな干渉を受ける
ことになる。マクロｅＮＢからの干渉が深刻でないＵＥについては、ＣＳＩ／ＲＬＭ／Ｒ
ＲＭの測定のために限定は必要ではない。
【００４７】
　さらに、頻繁に更新する必要のあるパターンを伝えるためにＵＥ固有のシグナリングを
使用できるが、一方、頻繁に更新されないパターンを伝えるためにセル固有のシグナリン
グを使用することができる。一般的に言って、正確な経路情報を取得するために、ＣＳＩ
の測定をかなり頻繁に報告する必要があり、ハンドオーバーが発生した場合には、ＲＲＭ
測定をｅＮＢに頻繁にフィード・バックする必要があり、一方、ＲＬＭ測定は、より少な
い頻度で報告することができる。しかし、そのようなパターンがセルにおいてＵＥのサブ
セットだけに適用可能な場合に、これは、頻繁に更新されないパターンを伝えるためにＵ
Ｅ固有のＲＲＣシグナリングの使用を排除するものではない。
【００４８】
　したがって、ＵＥ固有の測定シグナリングおよびセル固有の測定シグナリングは、以下
の１つとして構成される。すなわち、
　－ＣＳＩの測定に使用されるＵＥ固有の測定シグナリングならびにＲＲＭおよびＲＬＭ
の測定に使用されるセル固有の測定シグナリング、
　－ＣＳＩ、ＲＲＭ、およびＲＬＭの測定に使用されるＵＥ固有の測定シグナリング、
　－ＣＳＩ、ＲＲＭ、およびＲＬＭの測定に使用されるセル固有の測定シグナリング、
　－ＣＳＩおよびＲＲＭの測定に使用されるＵＥ固有の測定シグナリングおよびＲＬＭの
測定に使用されるセル固有の測定シグナリング、
　－ＲＲＭおよびＲＬＭの測定に使用されるＵＥ固有の測定シグナリングならびにＣＳＩ
の測定に使用されるセル固有の測定シグナリング。
【００４９】
　本発明の変形実施形態では、測定のための複数のＡＢＳパターンがピコＵＥに送信され
る場合、測定シグナリングは、ＡＢＳパターンのそれぞれに対応するマクロセルのそれぞ
れのセルＩＤをさらに含む。
【００５０】
　図３から図７は、測定シグナリングの設計をそれぞれ示している。ＣＳＩの測定に関係
するＲＲＣシグナリングの設計は、最初に提供されている。ＲＡＮ１＃６２ｂｉｓのＲ１
－１０５７７９に基づいて、ＣＳＩの測定に使用されるリソースは、マクロｅＮＢからピ
コｅＮＢへの拡張されたＩＣＩＣ（ｅＩＣＩＣ）に対するほぼブランクのサブフレーム（
ＡＢＳ）パターンを備えた第１のＸ２ビットマップと同じまたはそのサブセットであるべ
きである。ＣＳＩの測定にはＵＥ固有およびセル固有のＲＲＣシグナリングの両方を利用
することができる。
【００５１】
　図３は、ＣＳＩの測定のためのＵＥ固有のＲＲＣシグナリングを示している。ＣＳＩの
測定のためにこの情報を運ぶ新しいＩＥは、「ｃｓｉ－ＭｅａｓＲｅｓｔｒｉｃｔｉｏｎ
　ＢＩＴ　ＳＴＲＩＮＧ（ＳＩＺＥ（４０））　ＯＰＴＩＯＮＡＬ，－－Ｎｅｅｄ　ＯＮ
」として図３に示されている。
【００５２】
　この情報は、物理レイヤでＰＤＳＣＨによって運ばれるＩＥ　ＰｈｙｓｉｃａｌＣｏｎ
ｆｉｇＤｅｄｉｃａｔｅｄにおいてＵＥ固有のものである。異なるＵＥは、ピコｅＮＢの
カバレッジにおいて、それらの位置または信号対干渉雑音比（ＳＩＮＲ：ｓｉｇｎａｌ－
ｔｏ－ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ－ｐｌｕｓ－ｎｏｉｓｅ　ｒａｔｉｏ）の状態に基づい
て、ＣＳＩの測定のために異なる指示を共有することができる。柔軟性を維持し、マクロ
ｅＮＢからのｅＩＣＩＣに対して推奨される４０ｍｓのＸ２ビットマップに一致させるた
めに、この新しいＩＥは、また、４０ビット長に設計されており、ビット文字列の「１」
はＣＳＩの測定のためのサブフレームを意味する。ここで、ＣＳＩの測定を運ぶ位置は、
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マクロｅＮＢのためにブランクにする位置とは異なってもよいことを強調する必要がある
。このためにＴＳ３６．３３１の詳細な変更を以下に記載している。
【００５３】
　具体的には、ＰｈｙｓｉｃａｌＣｏｎｆｉｇＤｅｄｉｃａｔｅｄフィールドの記述を以
下の表１に示している。
【００５４】
【表１】

【００５５】
　図４は、ＣＳＩの測定のためのセル固有のＲＲＣシグナリングを示している。ＣＳＩの
測定のためにこの情報を運ぶ新しいＩＥは、「ｃｓｉ－ＭｅａｓＲｅｓｔｒｉｃｔｉｏｎ
　ＢＩＴ　ＳＴＲＩＮＧ（ＳＩＺＥ（４０））ＯＰＴＩＯＮＡＬ，－－Ｎｅｅｄ　ＯＮ」
として図４に示されている。
【００５６】
　セル固有のＲＲＣシグナリングについて、新しいＩＥ「ｃｓｉ－ＭｅａｓＲｅｓｔｒｉ
ｃｔｉｏｎ」は、システム情報としてＳｙｓｔｅｍｌｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＢｌｏｃｋＴ
ｙｐｅ１（ＳＩＢ１）で運ぶことができ、すべてのＵＥにブロードキャストすることがで
きる。ビット文字列のサイズは、ここでも４０ビットである。ここで、「１」はＡＢＳへ
の対応するサブフレームを示し、「０」は、通常のサブフレームまたは限定されていない
サブフレームへの対応するサブフレームを示す。このＲＲＣシグナリングは、Ｒｅｌ－１
０ピコＵＥに対するＣＳＩの測定基準として使用することができる。
【００５７】
　具体的には、ＳｙｓｔｅｍＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＢｌｏｃｋＴｙｐｅ１フィールドの
記述は、以下の表２に示すとおりである。
【００５８】

【表２】

【００５９】
　図５は、ＲＲＭ／ＲＬＭ測定のためのＵＥ固有のＲＲＣシグナリングを示している。
ＲＲＭ／ＲＬＭの測定のためにこの情報を運ぶ新しい２つのＩＥは、「ｒｒｍ－Ｍｅａｓ
Ｒｅｓｔｒｉｃｔｉｏｎ　ＢＩＴ　ＳＴＲＩＮＧ（ＳＩＺＥ（４０））ＯＰＴＩＯＮＡＬ
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ＳＴＲＩＮＧ（ＳＩＺＥ（４０））ＯＰＴＩＯＮＡＬ，　－－Ｎｅｅｄ　ＯＮ」として図
５に示されている。
【００６０】
　基本概念の記述に従って、一部のＲｅｌ－１０のＵＥは、他のものとは異なる場合があ
る、それ自体についての特定のパターンを必要とする。また、パフォーマンスの観点から
、これは最適な解決策である。この場合、与干渉ｅＮＢは、パターン通知のためにＵＥ固
有のＲＲＣシグナリングを異なるＵＥに提供するべきである。たとえば、対応する新しい
情報は、次のＩＥで追加される。柔軟さのために、ＲＲＭ測定とＲＬＭ測定とでは、パタ
ーン指示を区別する。
【００６１】
　具体的には、ＭｅａｓＣｏｎｆｉｇ情報要素は、以下の表３のように与えられる。
【００６２】
【表３】

【００６３】
　図６は、ＲＲＭ／ＲＬＭ測定のためのセル固有のＲＲＣシグナリングを示している。Ｒ
ＲＭ／ＲＬＭの測定のためにこの情報を運ぶ新しい２つのＩＥは、「ｒｒｍ－ＭｅａｓＲ
ｅｓｔｒｉｃｔｉｏｎ　ＢＩＴ　ＳＴＲＩＮＧ（ＳＩＺＥ（４０））ＯＰＴＩＯＮＡＬ，
　－－Ｎｅｅｄ　ＯＮ」および「ｒｌｍ－ＭｅａｓＲｅｓｔｒｉｃｔｉｏｎ　ＢＩＴ　Ｓ
ＴＲＩＮＧ（ＳＩＺＥ（４０））ＯＰＴＩＯＮＡＬ，　－－Ｎｅｅｄ　ＯＮ」として図５
に示されている。
【００６４】
　一実施形態では、すべてのＲｅｌ－１０ピコＵＥに対するＲＲＭ／ＲＬＭ測定は、頻繁
に変更されずに半静的なモードに実行できるため、ＳｙｓｔｅｍＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ
ＢｌｏｃｋＴｙｐｅ１（ＳＩＢ１）メッセージに挿入されるセル固有のシグナリングは適
切な方法となり得る。
【００６５】
　それを規定する簡単な方法の１つは、マクロｅＮＢからの第２のＸ２　４０ｍｓビット
マップ（ＲＲＭ／ＲＬＭ測定パターン調整用）に基づいている。
【００６６】
　詳細情報について、ＳｙｓｔｅｍＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＢｌｏｃｋＴｙｐｅ１フィー
ルドの記述が、以下の表４に示されている。
【００６７】



(13) JP 2013-544051 A 2013.12.9

10

20

30

40

50

【表４】

【００６８】
　上記の記述は、たとえばＲＲＣシグナリングを介して、ピコセル３１のｅＮＢ２１がＵ
Ｅに、どのように測定シグナリングを送信するかに主に注目している。以下の記述は、測
定のために複数のＲＲＣシグナリングを受信した場合、ＵＥがどのように振る舞うかに注
目する。
【００６９】
　上記の記述から、隣接するマクロｅＮＢからのＸ２シグナリングは、ＲＲＭ／ＲＬＭ／
ＣＳＩ測定の推薦としてピコｅＮＢに伝送されることを当業者は理解することができる。
しかし、たとえば、図１に示すように、複数のマクロｅＮＢは複数のＸ２ビットマップを
持つことができるため、マクロｅＮＢ２２、２３、および２４は、それぞれのＡＢＳパタ
ーンを持つことができ、マクロｅＮＢからの異なるＸ２ビットマップに基づいて測定のた
めに、ピコＵＥが複数のＲＲＣシグナリングを受信することが可能である。そこで、本発
明の実施形態は、この場合に対してＵＥの振る舞いを規定するために使用される。
【００７０】
　本発明の実施形態は、マクロ－ピコのシナリオに関して本明細書に記述しているが、上
記のようにマクロ－フェムトのシナリオにも同様に適用されることを理解されたい。
【００７１】
　本発明の全体にわたって、ピコＵＥ１１が深刻な干渉を受ける図１に示すような例を使
用した。本発明は、マクロＵＥがフェムトｅＮＢから深刻な干渉を受けるシナリオでも同
様に適用できることに留意されたい。
【００７２】
　さらに、異なるマクロｅＮＢは、異なるＡＢＳパターンを用いることができる。図１に
示すように、１つのピコのＵＥは、複数のマクロｅＮＢから干渉を受ける場合がある。そ
の結果、これら複数のｅＮＢからピコｅＮＢで２つ以上のＡＢＳパターンを受信すること
ができる。複数のＲＲＣシグナリングを用いるＵＥの振る舞いは、本発明の実施形態に含
まれている。
【００７３】
　本発明の前に、ピコｅＮＢは、たとえば、ＲＲＣシグナリングによって、ピコＵＥにリ
ソース固有の測定のために単一パターンのサブフレームを伝えることが想定される。しか
し、複数のマクロｅＮＢでは、ピコｅＮＢ２１は、Ｘ２を通じて２つ以上のＡＢＳパター
ンを受信することができる。そのようなイベントでは、ピコｅＮＢ２１は、たとえば、Ｒ
ＲＣシグナリングによって、ピコＵＥ、たとえばピコＵＥ１１に、たとえばｅＮＢ２２、
２３、および２４など、干渉するマクロセルのそれぞれに対応する１つのパターンのサブ
フレームを伝えることができる。ＲＲＭ／ＲＬＭ／ＣＳＩに対するこのＲＲＣシグナリン
グは、ＵＥ固有でも、またはセル固有でもよい。本発明の実施形態は、リソース固有の測
定に使用するサブフレームのパターンを決定するピコＵＥを含む。
【００７４】
　上記の様々な実施形態を以下に記述する。
【００７５】
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　図２を参照すると、ステップＳ２２でｅＮＢ２１がＵＥ１１に測定シグナリングを送信
した後、ステップＳ２３において、ＵＥ１１は、サービスを提供するｅＮＢ２１から測定
シグナリングを受信し、測定シグナリングは、少なくとも１つの与干渉マクロセルからの
少なくとも１つのパターン情報を含み、パターン情報のそれぞれは、対応するマクロセル
によって構成される少なくとも１つのほぼブランクのサブフレームを示している。たとえ
ば、図７を参照すると、ＵＥ１１は、サービスを提供するｅＮＢ２１から測定シグナリン
グを受信し、測定シグナリングは、３つの与干渉マクロセル（すなわちｅＮＢ２２、２３
、および２４）からの３つのパターン情報を含み、パターン情報のそれぞれは、対応する
マクロセルによって構成されるブランクのサブフレームを示している。
【００７６】
　次いで、ステップＳ２４において、ＵＥ１１は、測定シグナリングに従って測定に使用
されるリソースを決定する。
【００７７】
　次に、ステップＳ２５において、ＵＥ１１は、決定したリソースで測定を実行する。
【００７８】
　本発明の実施形態では、ステップＳ２４は、以下のサブステップをさらに含む。すなわ
ち、
　ステップＳ２４０（簡潔さのために図２に図示せず）。ＵＥ１１は、事前に定めたルー
ルに従って、少なくとも１つのマクロセルから、ＵＥに引き起こされた干渉を考慮する必
要がある少なくとも１つの候補セルを選択する。
【００７９】
　ステップＳ２４１（簡潔さのために図２に図示せず）。１つの候補セルが選択された場
合、ＵＥ１１は、候補セルによって構成されたほぼブランクのサブフレームを測定に使用
できることを決定する。たとえば、マクロセル３２だけがＸ２インターフェースを介して
そのＡＢＳパターン情報をｅＮＢ２１に送信し、ｅＮＢ２１は、マクロセル３２のほぼブ
ランクのサブフレームを示す測定シグナリングを送信し、次いで、ＵＥ１１は、測定シグ
ナリングに示されるほぼブランクのサブフレームの少なくとも一部を使用することができ
る。１つだけのほぼブランクのパターン情報がＲＲＣシグナリングを介して送信されるた
め、測定シグナリングとともにセルＩＤを送信する必要がないことを理解することができ
る。
【００８０】
　ステップＳ２４１では、複数の候補セルが選択された場合、ＵＥ１１は、複数の候補セ
ルによって構成されたほぼブランクのサブフレームの共通部分が測定に使用されることを
決定する。このシナリオでは、複数の与干渉マクロセルｅＮＢのパターン情報がＵＥ１１
によって受信されるため、各与干渉マクロセルのセルＩＤが測定シグナリングに含まれて
いるべきである。
【００８１】
　ピコＵＥ１１は、最も大きな干渉を引き起こしているマクロセルの識別情報を決定し、
対応するサブフレーム・パターンを選択することによって、測定に使用するサブフレーム
のパターンを決定する。詳細な実施形態では、事前に定めたルールは、以下のいずれか１
つを含む。すなわち、
　事前に定めたルールは、候補セルとしてＵＥへの最も大きい干渉を引き起こす第２のセ
ルを選択することができる。言い換えると、最も大きい干渉を持つ第２のセルを弱めるこ
とで、最高品質の測定、または最小の干渉を得ることができる。たとえば、ピコＵＥ１１
は、サービスを提供するピコセル３１に対して最高品質の測定（または最小の干渉）を提
供するピコセルｅＮＢ２１によって伝えられたパターンの１つを選択することによって、
測定に使用するサブフレームのパターンを決定する。図７を参照すると、たとえば、マク
ロセル３２は、ピコセル３１に対して最も強い干渉を引き起こし、マクロセル３２によっ
て引き起こされた干渉は最優先されるべきであり、したがって、マクロセル３２のほぼブ
ランクのサブフレームは、測定のために選択することができ、したがって、ＵＥ１１は、
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測定のために１０番目のサブフレームを選択することができる。
【００８２】
　事前に定めたルールは、ＵＥ１１が、候補セルとしてＵＥに対して最も大きい干渉を持
つ事前に定めた数の第２のセルを選択し、次にＵＥ１１は、測定のために複数の候補セル
によって構成されたほぼブランクのサブフレームの共通部分から選択するということでも
よい。たとえば、ピコＵＥ１１は、たとえば、最も強い干渉するマクロセルに対応するパ
ターンの論理「ＡＮＤ」を取ることによって、伝えられた複数のパターンに共通するサブ
フレームのパターンを選択し、サービスを提供するピコセルの最高品質の測定、または最
小の干渉を達成する。図７では、１０のサブフレームを含む２つの完全な無線フレームだ
けが示されている。図に示す無線フレームは説明のみを目的とするものであり、実際に使
用される標準またはプロトコルに従って無線フレーム構造を変更できることを当業者なら
理解することができる。図７を参照すると、たとえば、マクロセル３２およびマクロセル
３４は、ピコＵＥ１１に対して最も強い干渉を引き起こし、したがって、マクロセル３２
およびマクロセル３４からの干渉は無視することができない。したがって、同じサブフレ
ームで２つのマクロセル３２および３４のデータおよび／またはシグナリングの伝送を弱
めることで、ＵＥのパフォーマンスを最も改善することができる。したがって、共通のサ
ブフレーム、すなわち、＃０無線フレーム（ＲＦ）の＃２サブフレーム（ＳＦ）および＃
１ＲＦの＃０ＳＦは、ＵＥ１１が測定を実行するために使用することができる。また、測
定に使用するために＃０ＲＦの＃２ＳＦおよび＃１ＲＦの＃０ＳＦという２つのサブフレ
ームのどちらか１つを決定するのは、ＵＥ１１に任されている。ピコＵＥ１１は、＃０Ｒ
Ｆの＃２ＳＦもしくは＃１ＲＦの＃０ＳＦ、またはそれら両方を選択することができる。
　－候補セルとして事前に定めたしきい値を超えてＵＥに引き起こした干渉を持つ少なく
とも１つの第２のセルの選択。具体的には、しきい値は、ピコＵＥ１１で論理「ＡＮＤ」
演算においてどのパターンを含めるべきかを決定するために適用することができる。たと
えば、事前に定めたしきい値を超えるレベルの干渉を与えるマクロセルに対応するサブフ
レーム・パターンだけを、論理「ＡＮＤ」演算に含めてもよい。
【００８３】
　測定のための適切なＡＢＳパターンのＵＥ側での選択について上に記述したが、ＵＥ側
の選択は、ピコｅＮＢに同様に適用可能であることを当業者は理解することができる。す
なわち、ｅＮＢが複数のＡＢＳパターンを取得した場合、上記の事前に定めたルールに基
づいて、ピコＵＥが測定に使用するために推奨されるサブフレームを決定することができ
る。しかし、ピコＵＥおよびピコｅＮＢの場所の違いとして、ピコＵＥが受ける干渉は、
たいていはピコｅＮＢが受ける干渉とは異なり、したがって、ピコＵＥのためにピコｅＮ
Ｂによって決定された測定のためのＡＢＳパターンは、あまり正確ではない場合がある。
【００８４】
　本発明の実施形態では、ＲＲＣシグナリングは、説明的な方法で記述されている。ＲＲ
Ｃシグナリングの詳細は、３ＧＰＰ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ標準を参考にすることができる
。当業者なら、本発明の実施形態は、また、たとえば、ＭＡＣ制御メッセージなど、他の
標準の対応する上位レイヤ・シグナリングにも適用することができ、その詳細は、ＩＥＥ
Ｅ８０２．１６ｍを参考にすることができる。その手順は類似しているため、簡潔にする
ために、詳細な説明は省略する。
【００８５】
　さらに、ＡＢＳパターンが測定に使用される例を示したが、当業者は、ＡＢＳパターン
は、他の目的にも使用できることも理解することができる。たとえば、測定シグナリング
は、測定および／またはスケジューリングおよび／または電力制御および／または協調的
な中継（ｃｏｏｐｅｒａｔｉｖｅ　ｒｅｌａｙ）および／またはＣｏＭＰなどに使用され
るサブフレームを示すために使用される。
【００８６】
　以前の内容の説明によれば、測定のためにＸ２ビットマップを通知するために複数の関
係するセル固有およびＵＥ固有のシグナリングが慎重に設計されている。
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【００８７】
　最初に、ＲＲＭ／ＲＬＭ／ＣＳＩの測定に関係するＲＲＣシグナリングの設計が提供さ
れる。ＲＡＮ１＃６２ｂｉｓのＲ１－１０５７７９に基づいて、ＣＳＩの測定に使用され
るリソースは、マクロｅＮＢからピコｅＮＢへの拡張されたＩＣＩＣ（ｅＩＣＩＣ）に対
するほぼブランクのサブフレーム（ＡＢＳ）パターンを備えた第１のＸ２ビットマップと
同じまたはそのサブセットであるべきである。ＣＳＩの測定にはＵＥ固有およびセル固有
のＲＲＣシグナリングの両方を利用することができる。
【００８８】
　図８は、ＲＲＭ／ＲＬＭ／ＣＳＩの測定のためのセル固有のＲＲＣシグナリングを示し
ている。セル固有のＲＲＣシグナリングについて、新しいＩＥ「ｒｒｍ／ｒｌｍ－Ｍｅａ
ｓＲｅｓｔｒｉｃｔｉｏｎ」および「ｃｓｉ－ＭｅａｓＲｅｓｔｒｉｃｔｉｏｎ」は、シ
ステム情報としてＳｙｓｔｅｍＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＢｌｏｃｋＴｙｐｅ１で運ぶこと
ができ、すべてのＵＥにブロードキャストすることができる。具体的には、
【数１】

は新しい。ビット文字列のサイズは、ここでも４０ビットである。ここで、「１」はＡＢ
Ｓへの対応するサブフレームを示し、「０」は、通常のサブフレームへの対応するサブフ
レームを示している。このＲＲＣシグナリングは、隣接する干渉するセルから複数のＸ２
ビットマップからの情報を運び、それらの位置に基づいて、異なるＲｅｌ－１０　ＵＥに
対する測定基準として使用することができる。次に、Ｒｅｌ－１０　ＵＥは、上記の記述
に基づいて、関係する振る舞いを実行する。
ＳｙｓｔｅｍＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＢｌｏｃｋＴｙｐｅ１フィールドは、以下の表５に
記述されている。
【００８９】
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【表５】

【００９０】
　図９は、ＣＳＩの測定のためのＵＥ固有のＲＲＣシグナリングを示している。ＵＥ固有
のＲＲＣシグナリングについては、新しいＩＥ「ｃｓｉ－ＭｅａｓＲｅｓｔｒｉｃｔｉｏ
ｎ」は、物理レイヤでＰＤＳＣＨによって運ばれるＰｈｙｓｉｃａｌＣｏｎｆｉｇＤｅｄ
ｉｃａｔｅｄフィールドで運ぶことができる。具体的には、

【数２】

は新しい。
【００９１】
　具体的には、ＰｈｙｓｉｃａｌＣｏｎｆｉｇＤｅｄｉｃａｔｅｄフィールドの記述は、
以下の表６に与えられている。
【００９２】
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【表６】

【００９３】
　基本概念の記述に従って、一部のＲｅｌ－１０　ＵＥは、他のものとは異なる場合があ
る、それ自体について特定パターンを必要とする。また、パフォーマンス観点からは、こ
れは最適な解決策である。この場合、与干渉ｅＮＢは、パターン通知のためにＵＥ固有の
ＲＲＣシグナリングを異なるＵＥに提供するべきである。たとえば、対応する新しい情報
は、次のＩＥで追加される。柔軟さのために、ＲＲＭ測定とＲＬＭ測定とでは、パターン
指示を区別する。
【００９４】
　図１０は、ＲＲＭ／ＲＬＭ測定のためのＵＥ固有のＲＲＣシグナリングを示している。
ＵＥ固有のＲＲＣシグナリングについて、新しいＩＥ「ｒｒｍ－ＭｅａｓＲｅｓｔｒｉｃ
ｔｉｏｎ」および「ｒｒｍ－ＭｅａｓＲｅｓｔｒｉｃｔｉｏｎ」は、「ＭｅａｓＣｏｎｆ
ｉｇ」情報要素で運ぶことができる。具体的には、
【数３】

は新しい。
【００９５】
　具体的には、ＭｅａｓＣｏｎｆｉｇ情報要素の記述は、以下の表７に与えられている。
【００９６】
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【表７】

【００９７】
　上記の記述は、主に本発明の実施形態の手順に注目しており、以下は、主に本発明のブ
ロック図に注目している。
【００９８】
　第１の装置１０は、ピコセル３１のｅＮＢ２１において、ピコセル３１のＵＥ１１に測
定シグナリングを伝えるものであり、ピコセル３１は、少なくとも１つのマクロセルによ
って干渉され、第１の装置１０は、
　第２のセルのｅＮＢまたはネットワーク構成によって構成されるほぼブランクのサブフ
レームを示すパターン情報を、第２のセルのｅＮＢまたはネットワーク構成から取得する
ように構成された取得手段１００と、
　サブフレームを示す測定シグナリングを決定するように構成された第１の決定手段１０
１と、
　ＵＥに測定シグナリングを送信するように構成された送信側１０２と
を含む。
【００９９】
　ピコセル３１のＵＥ１１において、ピコセル３１のサービスを提供するｅＮＢから受信
される測定シグナリングを処理する第２の装置２０であって、
　サービスを提供するｅＮＢから測定シグナリングを受信するように構成された受信機２
００であって、測定シグナリングは、少なくとも１つの第２のセルからの少なくとも１つ
のパターン情報を含み、パターン情報のそれぞれは、対応する第２のセルによって構成さ
れる少なくとも１つのほぼブランクのサブフレームを示す受信機２００と、
　測定シグナリングに従って測定に使用されるリソースを決定するように構成された第２
の決定手段２０１と、
　決定したリソースで測定を実行するように構成された測定手段２０２と
を含む。
【０１００】
　前述の実施形態は、本発明を限定するためではなく説明するためのものであり、当業者
は、添付の特許請求の範囲から逸脱することなく代替実施形態を設計できることになるこ
とに留意されたい。特許請求の範囲では、括弧の間に配置された引用符号は、請求項を限
定するものとして解釈されないものとする。「含む（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」という言
葉は、特許請求の範囲または記述に記載されていない要素またはステップの存在を除外す
るものではない。要素の前にある「１つの（ａ）」または「１つの（ａｎ）」という言葉
は、そのような要素が複数存在することを除外するものではない。複数のユニットを列挙
する装置の請求項において、これらの複数のユニットは、ハードウェアまたはソフトウェ
アによる１つの同じ要素によって具体化することができる。第１、第２、第３などの言葉
の使用は、順序を示すものではない。これらの単語は、名前として解釈されるべきである
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【図１】

【図２】

【図３】
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